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広島市の家庭ごみの最終処分地とし

て平成２（１９９０）年から埋め立てが

始まり、今日まで約３２万㎥が埋め立

てられている。

ここでは、不燃ごみと可燃ごみを焼却

した後の灰（焼却灰）等について埋め

立てを行っている。
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玖
谷
埋
立
地
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
出

る
不
燃
ご
み
と
可
燃
ご
み
を
焼
却
し
た
後

の
灰
（
焼
却
灰
）
等
を
埋
立
処
分
す
る
施

設
で
す
。
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
４
月

に
埋
立
処
分
を
開
始
し
、
今
年
度
末
で
３０

年
を
迎
え
ま
す
。

　

施
設
建
設
に
あ
た
り
昭
和
５０
年
代
後

半
、
市
か
ら
埋
立
地
建
設
に
関
す
る
申
し

入
れ
が
あ
り
、
筒
瀬
親
和
会
が
市
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
地
区
住
民
間
で
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。

　

当
地
区
の
住
民
と
し
て
は
心
情
的
に
は

受
け
入
れ
が
た
い
が
、
市
民
生
活
の
基
盤

を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
り
、

地
域
環
境
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
地
域
の

発
展
と
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
し
て
、
昭
和
５８
（
１
９
８
３
）
年

７
月
、
埋
立
地
建
設
に
合
意
し
ま
し
た
。

　

埋
立
地
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
地

区
内
の
道
路
や
上
水
道
、
農
業
用
水
路
等

の
整
備
、
日
浦
東
小
学
校
（
現
筒
瀬
小
学

校
）
の
移
転
新
築
、
集
会
所
の
建
設
、
バ

ス
路
線
の
整
備
、
筒
瀬
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
な
ど
の
地
域
環
境
整
備
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
１７
（
２
０
０
５
）
年
に
埋
立
容
量

を
増
や
し
、
埋
立
期
間
を
１５
年
延
長
。
こ

れ
ま
で
約
１
８
０
万
ト
ン
の
廃
棄
物
を
埋

立
処
分
し
ま
し
た
。
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
３
月
末
で
そ
の
役
目
を
終
え
る
予
定
で

し
た
が
、
佐
伯
区
湯
来
町
に
建
設
し
て
い

る
次
期
埋
立
地
の
竣
工
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
玖
谷
埋
立
地
の
使
用
期
間
の
延
長
の

申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
二
度
目
の
埋

立
期
間
の
延
長
に
、
次
期
埋
立
地
の
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
今
ま
で
と
同

様
に
市
民
生
活
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、

苦
渋
の
決
断
な
が
ら
埋
立
期
間
の
延
長
に

合
意
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
に
は
埋
立
処
分
が
終
了
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
跡
地
は
サ
ッ
カ
ー
場
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
の
活
用
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

筒
瀬
地
区
に
は
玖
谷
埋
立
地
と
同
じ
時

期
に
開
設
さ
れ
た
資
源
ご
み
の
選
別
を
行

う
北
部
資
源
選
別
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
玖

谷
埋
立
地
が
埋
立
終
了
後
も
稼
働
し
続
け

る
予
定
で
す
。

　

玖
谷
埋
立
地
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
の
３０

年
間
、
筒
瀬
地
区
は
広
島
市
の
ご
み
処
理

の
重
い
負
担
を
背
負
っ
て
き
ま
し
た
。
埋

立
が
終
了
す
る
と
玖
谷
埋
立
地
の
な
い
筒

瀬
地
区
の
地
域
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

筒
瀬
新
和
会
は
、
跡
地
を
地
区
内
外
の

人
が
集
ま
る
地
域
お
こ
し
の
拠
点
と
し
て

将
来
の
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
、

市
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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戦
国
時
代
に
「
つ
ゝ
せ
」
の
地
名
が
見

ら
れ
、
安
芸
国
佐
東
郡
の
う
ち
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
明
ら

か
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
岐
国
造
が

安
芸
国
を
支
配
し
て
い
た
当
時
の
筒
瀬
は

佐
伯
部
氏
の
郷
と
し
て
「
若
佐
郡
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。（
筒
瀬
小
学
校
百
周

年
記
念
誌
）
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
江
戸

時
代
以
前
か
ら
嚴
島
神
社
の
社
領
と
し
て

の
性
格
が
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

筒
瀬
村
は
明
治
２２
（
１
８
８
９
）
年
４
月

に
後
山
村
、
毛
木
村
、
宮
野
村
と
合
併
し

日
浦
村
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数
度

の
郡
や
村
の
廃
置
分
合
を
経
て
、
昭
和
５５

（
１
９
８
０
）
年
に
広
島
市
安
佐
北
区
安
佐

町
大
字
筒
瀬
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
産
物
と
し
て
は
、
当
時
の

年
貢
と
し
て
納
め
ら
れ
た
「
安
芸
木
綿
」
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て
て
そ

は
筒
瀬
で
も
多
く
生
産
さ
れ
、
コ
ウ
ゾ
、

ミ
ツ
マ
タ
、
ガ
ン
ピ
を
原
料
に
し
て
作
ら

れ
た
布
で
、
当
時
は
貴
重
品
で
し
た
。
ま

た
、「
後
山
行
李
に
筒
瀬
籠
」
と
言
わ
れ
、

籠
な
ど
の
竹
製
品
を
製
造
し
、
諸
口
紙
、

半
紙
も
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
太
田
川
で

は
舟
運
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
内
に
は
広
島
市
の
重
要
有
形
文
化

財
の
筒
瀬
八
幡
神
社
が
あ
り
、
ま
た
、
同

社
境
内
の
社
叢
林
は
広
島
市
の
天
然
記
念

物
に
も
指
定
さ
れ
、
貴
重
な
自
然
植
生
を

残
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
４６
（
１
９
７
１
）
年
に
は
広
島
中
央

ゴ
ル
フ
場
（
現
広
島
安
佐
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

が
、
ま
た
昭
和
５９
（
１
９
８
４
）
年
に
は
広

島
市
の
家
庭
ご
み
の
最
終
処
分
場
（
玖
谷

埋
立
地
）
建
設
の
合
意
が
な
さ
れ
、
筒
瀬

が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
玖
谷
ご
み
埋
め
立
て
事
業
に
関

連
し
た
地
元
対
策
事
業
に
よ
り
筒
瀬
地
区

は
大
変
革
を
遂
げ
、
住
民
の
生
活
環
境
が

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

こ
う　

り

か
ご

も
ろ　

く
ち　

が
み
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　本殿の腰組がこの地方では見られない大規模社寺建

築に見られるような精巧な構造になっている。専門的

には、三手先（三方に回した縁を支えるために組物を

三段持ち送った形）で構成されている。

　指定時の調査者は「彫刻の絵模様から見ても江戸中

期の様式を十分に表している。向拝上の蟇股や妻飾大

瓶束等は時代の代表として優たるものである。特に腰

組の立派なことと向拝の蟇股及び大瓶束は江戸中期の

良作と思われる」と述べられている。

筒瀬八幡神社の本殿
　　　　　　　（広島市重要有形文化財）

　昭和５２（１９７７）年に広島市の天然記念物に指定されている。

　社叢の広さは南北６０ｍ、東西４０ｍでわずかではあるが、この地方の潜

在植生と考えられる植生が見られ貴重なものとなっている。

　高木にはアラカシが優先し、タブノキ、ナナメノキ、シロダモ等が多い。

低木にはアラカシ、ヤブツバキ、ネズミモチ、アオキ、イヌビワなど暖帯

系の植生となっている。

筒瀬八幡神社の社叢（広島市天然記念物）

筒瀬地区にある重要有形文化財と天然記念物

筒瀬八幡神社
つつせはちまんじんじゃ

鳥居の正面に拝殿と本殿がある。その奥が広

島市の天然記念物に指定されている広葉樹の

古い森（社叢）がある。境内は狭くすぐ東側を太

田川が流れている。

左の写真は拝殿

8

すぐ横を太田川が流れる
鎮守の杜は市の天然記念物

統是"ててそ

タブノキ（2.82～3.10ｍ、2本）

クスノキ（2.48ｍ）

エノキ（2.67ｍ）

アラカシ（1.25～2.00ｍ、10本）

アカガシ（1.5ｍ）

ナナメノキ（1.10～1.42ｍ、2本）

クロガネモチ（1.83～1.97ｍ、2本）

■樹木の胸高幹周と本数　（広島市天然記念物指定時・昭和 52年）

筒瀬福祉センター
つつせふくしせんたー

平成２３（２０１１）年度に地域の福祉施設とし

て広島市が設置した。日浦地区を中心として利

用されている。施設内には飯室右平地区出身

の画家、佐々木邦彦氏のギャラリーが設けられ

ている。

7

地域の福祉施設
飯室出身の画家のギャラリーも

筒瀬小学校
つつせしょうがっこう

筒瀬小学校は戦後に日浦東小学校と校名が変

更されたが、平成２（１９９０）年には再び筒瀬

小学校となり、現在地に木造校舎として移転し

た。平成１０（１９９８）年からはオープンスクー

ルとして地元以外からも児童を募集し、ユニー

クな教育が注目されている。

4

木造校舎で豊かな自然環境を
生かしたユニークな学習が注目
区域外からも入学可能な
オープンスクール

北部資源選別センター
ほくぶしげんせんべつせんたー

平成２５（２０１３）年に作られた施設で家庭か

ら出た資源ごみを集め、紙類、布類、アルミ類、

鉄類、生ビン、ガラス類に分別する施設です。

資源ゴミは直接資源選別センターへ自己搬入

することができる。

5

家庭からの資源ゴミを分別
自己搬入も可能

筒瀬集会所
つつせしゅうかいしょ

筒瀬地区唯一の集会所で、筒瀬川沿いにあり、

テニス場が併設されており、夜間の照明施設も

完備されている。

6

地区内唯一の集会施設
照明施設完備のテニスコート

婦芍「諞瘰蹤屯頤癰爨←甕＝Ｙ荵

頒á稱〉晒箙¿綟諞Ö疾窕睢呎 　この地区では古くから川の上流にあった観音様が災

害で太田川に流され、「川の水は冷たい。早く引き上

げてくだされや。重い体ではあるが、もみ殻俵一俵の

重さになります。弘法岩の下手で待っております」と

いう言い伝えがあったと言われる。

　平成３年の夏、信仰心の厚い可部在住の中本進氏が

鮎釣り中、異様な岩にふと気づき、目を凝らして見る

と見えなくなる不思議な因縁に時を過ごし、石の全容

を確認し仏縁の尊さに全身に硬直を覚えた。

　その後、有志にはかり、秋には水中から引き揚げて

筒瀬部落の守護神として尊崇する事となったという。

（石碑に刻まれた由緒による）

起き上がり観音

ててそ"統是
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